
防災体制の更なる充実・震災対策の推進①

近年の大型台風や大規模地震等の災害から住民の生命・財産を守るための対策を推進

防災力の強化

■ 災害時避難所となる中学校体育館への空調機設置事業等 （４３億１，３００万円）

 令和４年度までに災害弱者（高齢者等）のセーフティネットとして、
避難所となる中学校体育館（全１２８校）に空調機を設置

・ 避難所の暑さ対策に加え、教育現場の熱中症対策に効果的で

あることから、部活動実施時にも活用

■ 要配慮者利用施設の避難確保計画作成等促進事業 （ ２，３００万円）

 大阪府による浸水想定区域の見直し等により、新たに計画作成が義務付けられる施設や計画変更が
必要な施設（約５，５００施設）に対し、令和３年度中の計画作成に向けた支援を実施

■ 災害時避難所の非常用電源の確保 （ ２，５００万円）

 災害時における地域本部・避難所等の情報収集のための非常用発電機を設置

・ 令和３年度は、未配備の避難所（新型コロナ濃厚接触者の区指定避難所を含む）に対して２５４台を配備

※令和２年度に避難所となる小学校に３６０台を配備済

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

実施設計 ５６校 - 校 - 校

設置工事 ２４校 １０２校 ２校

設置済校 ２４校 １２６校 １２８校
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■ 緊急交通路の無電柱化 （１９億３，３００万円）

 緊急交通路の重点１４路線のうち、広域ネットワークの形成などの
観点から３路線を最優先に、電線共同溝整備を実施

■ 埋立地における浸水対策 （１２億３，９００万円）
（うち、一般会計： ７億２，３００万円）

 台風の高波等による浸水被害の最小化を図るため、過去最大規模の
台風（伊勢湾台風級）を想定した埋立地の浸水対策を実施

緊急交通路の無電柱化 重点１４路線
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堤防等の耐震対策の事業効果
大阪市域の浸水面積
［対策実施前］ 約7,100ha

［対策完了後］ 約1,900ha

約７割減

南海トラフ巨大地震に対する耐震対策箇所

Ｒ３工事実施箇所

浸水想定区域

■ 大阪駅前地下道東広場の防災・減災対策 （１３億５，２００万円）

 老朽化が進行した構造物の改築・リニューアルを実施

■ 南海トラフ巨大地震に対する耐震対策 （６９億２，５００万円）

 堤防・橋梁等の耐震対策 （ ６８億８，９００万円）

・ 令和５年度までに海岸・河川堤防の液状化対策等を実施

・ 災害時の緊急交通路及び避難路に架かる既存橋梁の対策を実施

 鉄道における耐震対策 （ ３，６００万円）

・ 民間鉄道事業者が行う高架橋及び駅の耐震補強に対して補助を実施

■ 密集住宅市街地整備の推進 （２０億１，５００万円）

 新たな「密集住宅市街地整備プログラム」（令和３年３月策定予定）に基づ
き、老朽住宅の除却・建替え等への支援及び都市計画道路の整備を実施
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